
教育目標

一人一人が輝き、笑顔あふれる学校 ～教師も子どもも輝く学校～

※小規模校のよさと地域の特性を生かした教育活動を展開することで、児童ひとりひとりに夢や目標を持たせ、生きる力をはぐくむ学校教育を実現します。

子どもたちは様々な光り方をしています。ひとりひとりに目を向けた教育を行い、ひとりひとりがさらに輝くような教育を実践します。

本物の学習をめざす子 学習のマネジメントができる子

・異学年合同の学びの良さを生かした教科指導の充実を図ります。
・ＵＤ（ユニバーサルデザイン）を意識した教科指導の充実を図ります。
・学習の準備（前日準備・授業開始前の準備）を大切にしようとする心を育みます。
・多人数の中で進んで発言しようとする子どもを育みます。
・友だちとの協力や話し合いにより学習が深まる授業の実現を図ります。
・読み物系の読書の機会を積極的につくります。
・川原っ子の学習のきまりの習慣化をめざします。

「自らの学習課題に向け、計画的・創造的に学習をすすめる子」をめざします。

本気の取りくみをめざす子 生活のマネジメントができる子

・早起き（遅くとも6時30分までの起床）を推奨します。
・メディアとの上手なつきあい方、子どもの睡眠を大切にする（遅くとも10時までに就寝）

学校保健委員会の活動と連携した活動を推進します。
・気持ちの良い「あいさつ」や「返事」、「ごめんなさい」が自然に言える子を育てます。
・晴れた日は外で遊ぼうとする子を育てます。
・きつくても最後までやり通す態度を育んでいきます。
・各自に目標を持たせた体力づくり（ランニング・柔軟運動等）に努めます。

「健康・安全・体力向上を意識した生活リズムを大切にする子」をめざします。

本当の友だちづくりをめざす子 心のマネジメントができる子

・いじめのない学校づくりに努めます。（年に３回の個人面談を実施します。）
・交流デーや縦割り活動など、異年齢集団による活動のさらなる充実を図ります。
・ルールやマナーを守って行動する子を育てます。
・命を大切にする子を育てます。
・自分自身を大切にする子を育てます。
・地域、社会とかかわる活動の充実に努めます。

「人や社会・自分とのより良いかかわり方を身につけようとする子」をめざします。

家庭との連携・協力を深めます

川原っ子の5つの習慣化をめざしましょう。
・「早寝・早起き・朝ごはん」を365日達成しましょう。
・ネット・メディア利用「ながさき基準」・夜9時までを必ず守りましょう。

学習用具・宿題等の忘れ物を少なくしましょう。
・保護者の皆様の協力を得ながら忘れ物ゼロをめざしましょう。
・家庭学習の習慣化（最低、低学年30分、中学年45分、高学年60分以上）をめざしましょう。


